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董
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た
だ

よ
し

著
者
で
あ
る
入
谷
清
久
氏
（
大
正
十
三
年
生
）
は
、
元
川

崎
市
立
幸
図
書
館
長
で
あ
り
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
川

崎
大
師
平
間
寺
寺
宝
什
物
管
理
委
員
会
専
門
委
員
を
務
め

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
で
、
主
に
明
治
時
代
か
ら
以
降

の
文
学
作
品
か
ら
、
川
崎
大
師
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
、
そ

の
作
者
に
つ
い
て
調
べ
上
げ
、
解
説
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

ま
た
適
宜
、
そ
の
当
時
の
新
聞
報
道
の
内
容
も
併
せ
て
紹

介
し
て
い
る
の
で
、
時
代
背
景
が
よ
く
理
解
出
来
、
読
者
に

と
っ
て
便
利
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
川
崎
大
師
の
所
在
地
は
、
川
崎
市
（
神
奈
川

県
）
川
崎
区
大
師
町
で
あ
る
。
私
鉄
京
浜
急
行
に
乗
れ
ば
、

そ
の
も
の
ず
ば
り
川
崎
大
師
駅
が
あ
り
、
そ
こ
を
降
り
れ
ば

川
崎
大
師
と
通
称
さ
れ
て
い
る
平
間
寺
が
あ
る
。
こ
こ
は
真

だ

い

し

へ
い
げ
ん

じ

言
宗
智
山
派
の
大
本
山
で
あ
り
、
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）

建
立
さ
れ
た
。
山
号
は
金
剛
山
。
金
乗
院
が
院
号
で
あ
る
。

き
ん
じ
よ
う
い
ん

紀
州
（
和
歌
山
県
）
高
野
山
の
尊
賢
上
人
を
開
山
と
し
、

そ
ん
け
ん

平
間
兼
乗
を
開
基
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
ら

ま

か
ね
の
り

本
書
の
内
容
は
四
十
項
目
に
わ
た
っ
て
お
り
、
取
り
上
げ

ら
れ
た
原
典
の
写
真
が
添
え
ら
れ
た
り
、
関
連
し
た
景
色
も

あ
れ
ば
、
作
者
の
顔
写
真
と
か
、
時
に
は
作
者
直
筆
の
映
像

も
あ
る
。
以
下
、
事
例
を
少
し
挙
げ
て
お
こ
う
。

芥
川
龍
之
介
（
明
治
二
十
五
年
～
昭
和
二
年
）
が
中
学
一

年
生
時
代
に
毛
筆
で
書
い
た
川
崎
大
師
方
面
へ
の
遠
足
を
取

り
上
げ
た
作
文
「
修
学
旅
行
の
記
」
で
は
、
そ
の
達
筆
に
驚
か

さ
れ
る
。
ま
た
、
特
異
な
画
家
と
し
て
知
ら
れ
た
山
下
清
（
大

正
十
一
～
昭
和
四
十
六
年
）
の
ス
ケ
ッ
チ
画
「
川
崎
大
師
」
に

添
え
て
彼
の
文
章
「
…
川
崎
の
お
大
師
様
に
ど
う
し
て
た
く

さ
ん
の
人
が
お
ま
い
り
に
来
る
か
と
い
う
と
お
ま
い
り
に
来

る
と
い
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
が
多
い
か
ら
だ
な
。
…
」
ほ

か
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
の
小
説
家
、
大
仏
次
郎
（
明
治

お
さ
ら
ぎ

三
十
～
昭
和
四
十
八
年
）
の「
夏
休
み
」
と
い
う
随
筆
で
は
、

母
の
実
家
の
あ
っ
た
川
崎
大
師
近
辺
の
昭
和
初
期
の
風
景
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
実
兄
が
星
の
文
学
者
と
し

て
知
ら
れ
た
筆
名
・
野
尻
抱
影
で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
を
筆
者
は
初
め
て
知
っ
た
。

そ
れ
以
外
で
は
、「
川
崎
大
師
賛
歌
」
を
作
曲
奉
納
し
た

国
民
的
作
曲
家
、
古
賀
政
男
（
明
治
三
十
七
年
～
昭
和
五

十
三
年
）
の
胸
像
が
、
信
徒
会
館
の
正
面
に
建
て
ら
れ
た
経

緯
と
彼
の
直
筆
の
楽
譜
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
性
格
上
、
取
り
上
げ
い
る
人
物
の
多
く
が
川
崎
大

師
大
僧
正
な
の
は
当
然
と
し
て
、
彼
ら
は
学
校
教
育
や
犯
罪

者
の
更
生
の
組
織
化
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ
り
と
、
社
会
に

大
き
く
貢
献
し
た
業
績
に
紙
数
を
費
や
し
て
い
る
。
川
崎
大

師
が
当
地
域
で
如
何
に
大
き
な
存
在
で
あ
る
か
を
、
言
外
に

示
し
て
い
る
貴
重
な
歴
史
書
の
役
目
も
、
本
書
は
果
た
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）


